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クックビズ、マルヒロ太田食品をグループ化
- フードバリューチェーン全域を視野に新たな価値を創出 -

2025年9月1日

クックビズ株式会社（東証グロース 6558）
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Mission・Vision

Mission

なぜ食産業に人が必要なのか。
それは人手不足を補うためでも、機械化できないからでもありません。

「人」によって料理やサービスの価値が高まり、感動が生まれ、経済的価値に繋がります。
私たちは事業の原点である「食」は「人」に立ち返ります。

クックビズ株式会社 会社案内
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Mission・Vision

Empower the Food People

食に関わる一人ひとりの情熱と誇りが、新しい食の文化を生み出します。
料理を作る人、届ける人、すべての人の創意工夫が重なり合い、食の空間が輝く。

その連鎖が、持続可能な食の未来を切り拓いていきます。

Vision

クックビズ株式会社 会社案内



社名 クックビズ株式会社

設立 2007年12月10日

代表者 代表取締役社長　藪ノ 賢次

所在地 大阪府大阪市北区芝田二丁目7番18号　

従業員数 （連結）165名　（単体）147名　　
（パート・アルバイト及び嘱託社員を除く）　

事業内容

食分野に特化した各事業を展開
・HR事業
・DX事業
・投資事業

関係会社 きゅういち株式会社、ワールドインワーカー株式会社

会社概要
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※2025年8月末時点

クックビズ株式会社 会社案内



2007

2008

2012

2014

2017

2019

2022

2023

12月 設立。飲食特化の人材紹介事業を開始

  3月 飲食特化の求人サイト「cookbiz」を開始

  7月 飲食特化の求人広告事業を開始

12月 東京オフィスを開設

  4月 名古屋オフィスを開設

11月 東京証券取引所マザーズ市場
(現在はグロース市場に移行)へ上場

  4月 スカウトサービス「ダイレクトプラス」
　　　(現　「ダイレクトオファー」)を開始
10月 株式取得によりきゅういち株式会社を

完全子会社化

  3月 特定技能外国人材の人材紹介事業を譲受

  7月 主に飲食事業者向けアルバイト業務管理
SaaSプロダクトCAST事業を譲受

沿革
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クックビズ株式会社 会社案内



祖業であるHR事業の持続的成長とともに、新規事業としてHR事業の拡張に資する領域や、食ビジネス
の経営効率化を実現するDX領域に重点投資。加えて、食分野の発展に寄与する企業への投資を軸とし、
事業統合や資源の最適化を実現するロールアップ型のM&A戦略を推進し、食ビジネスの持続可能性の向
上を目指す。

「人」を起点に食産業の可能性を広げる事業展開　
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HR領域
不足する食分野への人材流入を促進し

最適なマッチングによって個人の
キャリア開発と企業の成長を実現

事業再生領域
食分野における付加価値の高い事業や

商品を有する企業の事業・経営の
再構築を行い、食ビジネスの持続

可能性を高める

DX領域
テクノロジーやデータを活用し食分野の

人材不足を補い、人が付加価値の
高い業務に専念できる環境を整備

食ビジネスの
変革支援

HR領域
不足する食分野への人材流入を促進し

最適なマッチングによって個人の
キャリア開発と企業の成長を実現

事業再生領域
食分野における付加価値の高い事業や

商品を有する企業の事業・経営の
再構築を行い、食ビジネスの持続

可能性を高める

DX領域
テクノロジーやデータを活用し食分野の

人材不足を補い、人が付加価値の
高い業務に専念できる環境を整備 食ビジネスの

変革支援

事業投資HR

資金

新規事業創出

1 2 3

HR事業

不足する食分野への人材流入を
促進し最適なマッチングによって

個人のキャリア開発と
企業の成長を実現

新規事業
（HR・DX）

HR領域の蓋然性を高める新規事業創
出や、デジタル技術の活用による食ビ

ジネスの経営効率化を推進

投資事業
（食品加工・外国人材）

食分野発展に寄与する企業への投資を
軸とし、事業統合や資源の最適化を図
るロールアップ戦略により、事業規模

の拡大と効率化を推進し、
食ビジネスの持続可能性を高める

祖業であるHR事業の持続的成長とともに、DXを活用した新規事業を展開し、採用や経営の効率化を推
進。加えて、食分野の発展に寄与する企業への投資を軸とし、事業統合や資源の最適化を実現するロー
ルアップ戦略により事業規模の拡大と効率化を推進し、食ビジネスの持続可能性の向上を目指す。

2

ソリューション事業
（HR・DX・その他新規）

・HR事業とのシナジー創出
・テクノロジーやデータを活用し

食分野の人材不足を解消
・その他、既存事業の枠にとらわれな

い食産業の発展に寄与する事業
❶HR事業の蓋然性を高める
❷DX領域（CAST含む）
❸ど新規（現状可能性は低いが、自
社での0→1の可能性や、PMFした
ばっかりの事業を買う可能性もあ
る、これくらいのものを内包している
ので

クックビズ株式会社 会社案内
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後継者不足に対し、当社が取組む解決策
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付加価値の高い事業や商品を有する企業の事業及び経営の再構築を行い、企業価値を最大化。

食ビジネス事業者が抱える事業継続の経営課題
経営者の高齢化 事業の成長鈍化 後継者不在

解決策のひとつとして…

事業再生 事業継承
後継者なし 後継者あり

当社の考える「食 × 事業再生」の対象領域

私的整理 法的整理

事業売却（M＆A） 親族内承継私的整理ガイドライン
事業再生ADR

中小企業再生支援協議会
REVIC 等

民事再生
会社更生

株式取得の背景



投資領域とシナジー創出
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● フードバリューチェーン全域を対象に、継続的な投資を実施
● グループの経営基盤、長年の飲食企業様とのネットワークを活かし、投資先の事業価値向上に貢献

株式取得の背景

消費者

EC高度化支援・人材採用・流通機能の強化・営業支援・
マーケティング支援・経営管理機能の高度化支援・資金調達支援

一次産業 二次産業 商社・卸

飲食・小売り

ECサイト

商社→飲食小売・EC→消費者パターン



本件投資に至った背景
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株式取得の背景

● 地域に根ざした商品力
○ 長年、地元で愛され続けるコロッケ・惣菜は催事や海外の日系スーパーでも高評価を受ける

●  高い製造技術と品質管理
○ 手作業と機械化の最適バランスと食感・味わいに妥協しない製造体制

● 成長ポテンシャル
○ 販路拡大・ブランド強化で全国・海外市場へ展開可能

商品力

北海道産の食材を使用し、
味にこだわり抜いたコロッ
ケ・惣菜は百貨店や海外の
日系スーパーからも高い評
価を獲得

01 02 03

品質管理

極めて厳しい衛生管理が求
められる百貨店様との長年
の取引実績を有しており、
高い製造技術と安定した品
質管理が両立

成長ポテンシャル

誰からも支持される味・商
品であり、既に海外マー
ケットへと進出済みである
ことから、今後は東南アジ
ア圏等の海外進出を強化
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社名 マルヒロ太田食品株式会社

設立 1992年4月23日

代表者 代表取締役　餌取 達彦

所在地 北海道函館市広野町４番８号　

従業員数 13名　　　
（パート・アルバイト含む）　

事業内容 食品製造販売(惣菜)

会社概要
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※2025年8月末時点

マルヒロ太田食品株式会社 会社案内



主力商品紹介
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マルヒロ太田食品株式会社 会社案内

● 家庭用食品（一部）

まるごと海鮮コロッケ
（エビ・かに・ホタテ）

甘エビと赤エビのしめじ入り
クリームコロッケ

ゴールデンキング
クラブコロッケ

函館メンチカツ 函館イカメンチ インカのめざめいももち

● 物産展用食品（一部）



物産展出店について
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マルヒロ太田食品株式会社 会社案内

● 全国各地の物産展での販売を主な目的とした商品を続々と生み出し、北海道ならではの商品を販売。
● サンタモニカやニュージャージー、コスタメサ等の米国においても催事出店を実施。

海外催事国内催事
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グループシナジーおよび販路開拓による企業価値の向上
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今後の展開

● 顧客接点最大化のための販売チャネル多角化・露出強化
● きゅういちで培ったEC基盤、ふるさと納税、飲食店向けマーケティングノウハウを有効活用

催事

ECサイト
直営店舗

カタログ

SNS

現在の主な
販売販路

消費者



グループシナジーおよび販路開拓による企業価値の向上
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今後の展開

● 海外展開の強化
○ 既存販路の強化：日系スーパーや催事で培った実績を活かし、継続的な出展体制を堅持。
○ 新規市場の開拓：アジアや北米など、需要が見込まれる地域への販路拡大を推進。
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人材紹介・求人広告・スカウトサービスを提供。業界最大級の求人数を誇り、約25万人の求職登録者と
のマッチングを実現。

ビジネスモデル（HRサービス）
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APPENDIX
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採用総合パッケージ

中堅成長企業

大手企業

～

スカウト

人材紹
介

求人広
告

教育
研修

採用
ブラン

ディング

各社の年間採用戦略や計画に
合わせたパッケージ提案やRPO

・他社求人媒体の選定・ディレクション
・Web広告運用・集客分析・改善
・採用業務代行（書類選考・一次面接）

１案件
1,000万円～5,000万円

人材採用にまつわる顧客のお困りごとを
総合的に支援・解決するワンストップ型サービス

人材紹介・求人広告・スカウト・RPO・教育研修・採用ブランディング等、当社のあらゆるサービスを
組み合わせ、企業の人員不足や組織構造課題を総合的に解決。

企業の事業戦略や年間採用計画に合わせた総合支援サービス

専任チームが豊富な登録者データベースから候補者を選定

ビジネスモデル（採用総合パッケージ）
APPENDIX



主に飲食・介護事業者に特化した特定技能外国人材の人材紹介と登録支援業務。紹介時の紹介手数料だ
けではなく、その後の登録支援業務による月額報酬（支援委託料）を受け取り、特定技能外国人の就労
をサポート。
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ビジネスモデル（特定技能外国人材の人材紹介・登録支援）
APPENDIX



主に飲食事業者向けのシフト管理・勤怠管理・給与管理SaaSプロダクト。費用は、店舗の登録ユーザー
数に応じた月額・従量課金型。個人ユーザーは無償で利用可能。
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ビジネスモデル（シフト管理・勤怠管理・給与管理サービス）
APPENDIX
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ECサイト経由

一般消費者

ふるさと納税返
礼品

● 北海道 内浦湾（通称、噴火湾）を中心とした13の買参権を保有しホタテ・ホッケ・サバ等の冷凍
加工業を展開。

● 水産物の洗浄・選別・冷凍加工に特化。
- 直接漁協から鮮度が高い状態で仕入れたのち、真水ではなく海水を引き込み殺菌処理する独自の加工プロセスによっ

て、高品質な商品を国内外へ供給。

ビジネスモデル（投資事業（きゅういち株式会社））
APPENDIX



● ＨＲ事業：成長ペースを適切に調整。サービス品質や顧客満足を追求、人材採用・育成を強化。

● 新規事業：HR事業の蓋然性を高める周辺領域への事業拡張や、新たな事業の創造。

● 投資事業：食品加工や外国人材領域のロールアップ戦略を軸に、多角的M&Aでの非連続的成長を
　　　　　　　実現。持続的な事業価値の向上を目指す。

HR事業の成長ペースを適切に調整し、サービス品質の向上や顧客満足の追求、人材の採用・育成を強
化。新規事業領域でPMFを達成したものは、順次HR事業やロールアップ戦略に統合し、持続的な成長基
盤を構築。加えて、これらの成長戦略に並行してM&A戦略を展開し、事業統合や市場拡大を促進するこ
とで、非連続的な成長を実現し、食産業の可能性を広げ、持続的な事業価値の向上を目指す。

3つの事業領域別戦略の関係性・シナジー

投資         事業

投資事業・M&A
による事業展開

食品製造領域・外国人材領域 の
ロールアップ

3新規         事業

新サービスによる
周辺領域への拡張

2  HR        事業

HR事業の持続的成長

1

CAST more.. more..
110%
↑

M&A展開
各事業に対する底上げのM&Aによる非連続な成長(事業投資部)

　　　　　投資事業

M&Aによる事業展開

食品加工・外国人材領域 の
ロールアップ

3　　　　　新規事業

新サービスによる
周辺領域への拡張

2　　　　　　　ＨＲ事業

HR事業の持続的成長

1

CAST more.. more..110%↑

事業投資部やパートナーセールス部を新設し、M&Aやアライアンスを加速

HR事業の成長ペースを適切に調整し、サービス品質の向上や顧客満足の追求、人材の採用・育成を強
化。新規事業開発を通じて、HR事業の蓋然性を高める周辺領域への拡張や新たな事業の創造を行う。ま
た、投資事業として食品加工や外国人材領域でのロールアップ戦略を中心に、M&Aによる非連続的な成
長を実現し、持続的な事業価値の向上を目指す。

●  あああああああ
- HR事業：成長ペースを適切に調整し、サービス品質や顧客満足を追求、人材採用・育成を強化。

- 新規事業：HR事業の蓋然性を高める周辺領域への事業拡張や、新たな事業の創造。

- 投資事業：食品加工や外国人材領域でのロールアップ戦略を中心に、M&Aによる非連続的成長と持続的な
事業価値向上をめざす。
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DX・外国人
外食産業向けのHRサービス

1次産業生産者

食産業の持続可能
性

食産業の持続可能性を広げる事業展開

HR

⾷品加⼯

外国⼈材

DX
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経営陣のご紹介

28

遠藤 隆史 Takashi Endo Yoichi Fukumoto

常勤監査役 監査役

2014年、当社入社。2018年、当社内部監査室 
室長 就任。2021年2月より当社監査役に就任。

2003年、弁護士登録（大阪弁護士会）2014年
弁護士法人第一法律事務所 パートナーに就任。
2017年2月より当社監査役に就任。

福本 洋一 Kotoe Yamada

監査役

山田 琴江
監査法人トーマツを経て2019年 ブリッジコンサ
ルティンググループ株式会社 監査役・2022年同
社取締役監査等委員 就任。2024年2月より当社
監査役に就任。

オリックスを経て2009年株式会社アントレプ
レナーファクトリーを設立、代表取締役に就
任。2013年12月より当社監査役、2024年2
月より当社取締役に就任。

藪ノ 賢次 吉崎 浩一郎Kenji Yabuno Koichiro Yoshizaki

代表取締役社長 社外取締役

2004年に大阪府立大学 工学部卒業後、起業。
2007年12月にクックビズを設立、代表取締役
に就任。

三菱信託銀行、日本AT&Tを経て、2009年グロース
・イニシアティブを設立、代表取締役に就任。
2016年2月より当社取締役に就任。

嶋内 秀之 Hideyuki Shimauchi

社外取締役
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▼IRニュース配信登録（URL）はこちら
https://corp.cookbiz.co.jp/ir/mail-magazine/

▼IRニュース配信登録（QRコード）はこちら

IRお問合せ窓口について
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IRニュース

▼IRに関するお問合せ用フォームはこちら
https://corp.cookbiz.co.jp/ir/contact/

▼よくあるご質問はこちら
https://corp.cookbiz.co.jp/ir/faq/

IRお問合せ

▼IR動画はこちら
https://corp.cookbiz.co.jp/ir/movies/
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